
シラバス Syllabus 医学学位プログラム Doctoral Program in Medical Sciences 医学学位プログラム Doctoral Program in Medical Sciences
科目番号

Course Number
0BTNA1J 0BTNA1K

科目名
Subject

ジョブ型研究インターンシップI Research Internship I ジョブ型研究インターンシップII Research Internship II

授業形態
Course Type

演習 Seminar 演習 Seminar

使用言語
Language used

単位数
Credit

2.0 2.0 2.0 2.0

標準履修年次
Year

1-4 1-4 1-4 1-4

実施学期・曜時限等
Semester,Day and Period

通年 応談 Year-round, time is determined upon request 通年 応談 Year-round, time is determined upon request

開講場所
Room Number

汎用:2.マネジメント能力、3.コミュニケーション能力 Generic Competence: Intellectual creativity,
Management skills

汎用:2.マネジメント能力、3.コミュニケーション能力 Generic Competence: Intellectual creativity,
Management skills

専門:3. 専門知識運用力、5.情報発信力 Specific Competence: Working knowledge in the
specialized field, Information and communication
technology skills

専門:3. 専門知識運用力、5.情報発信力 Specific Competence: Working knowledge in
the specialized field, Information and
communication technology skills

【研究】研究目的を適切に設定し、社会的価値や実現
可能性を説明できる。適切な情報収集・情報分析・情
報統合の能力を身に付ける。研究方法と実施過程の
適切な選択ができる。研究結果の解釈に基づき、次
の研究の方向性の提案ができる。
【実践】研究目的や研究方法についての大学とそれ
以外の機関との違いを説明できる。安全確保、法令
遵守、研究公正、情報管理、知的財産、著作権等に
関する知識を持ち、適切に研究業務を実践すること
ができる。資金、時間の制約への適切な理解とその
制約に応じた研究の実践ができる。

【研究】研究目的を適切に設定し、社会的価値や実
現可能性を説明できる。適切な情報収集・情報分
析・情報統合の能力を身に付ける。研究方法と実施
過程の適切な選択ができる。研究結果の解釈に基
づき、次の研究の方向性の提案ができる。

【対人・チームワーク】：業務遂行に当たっての他者と
適切なコミュニケーションが取れる。上司・同僚との適
切なチームワークを構築できる。

【実践】研究目的や研究方法についての大学とそれ
以外の機関との違いを説明できる。安全確保、法令
遵守、研究公正、情報管理、知的財産、著作権等に
関する知識を持ち、適切に研究業務を実践すること
ができる。資金、時間の制約への適切な理解とその
制約に応じた研究の実践ができる。

【対人・チームワーク】：業務遂行に当たっての他者
と適切なコミュニケーションが取れる。上司・同僚と
の適切なチームワークを構築できる。

キーワード
Keyword

研究インターンシップ、長期間（2ヶ月以上） 研究インターンシップ、長期間（2ヶ月以上）

授業計画
Course Schedule

第1回（月日、時限）担当教員名　講義内
容など

指導教員の指導の下、(1)事前学習、(2)インターン
シップへの参加（2ヶ月以上）、(3)事後学習及びレポー
トの作成・提出、を行う。インターンシップの期間と内
容は受け入れ先機関の設定による。

指導教員の指導の下、(1)事前学習、(2)インターン
シップへの参加（2ヶ月以上）、(3)事後学習及びレ
ポートの作成・提出、を行う。
インターンシップの期間と内容は受け入れ先機関の
設定による。

履修条件
Course Prerequisites

指導教員の指導の下、ジョブ型研究インターンシップ
制度に応募し、インターンシップ先が決定した者。
事前に科目責任者にコンタクトを取っていること。

指導教員の指導の下、ジョブ型研究インターンシップ
制度に応募し、インターンシップ先が決定した者
事前に科目責任者にコンタクトを取っていること

単位取得要件
Requirement to earn credit

成績評価方法
Grading Phylosophy

受け入れ先機関からの評価結果（50%）と事後レポー
ト（50%）により評価する。「A+ ~ C」の評点を用いる。

受け入れ先機関からの評価結果（50%）とレポート
（50%）により評価する。「A+ ~ C」の評点を用いる。

学修時間の割り当て及び授業外におけ
る学修方法

Learning method, Out-of-class learning

ジョブ型研究インターンシップ制度について、事前に
十分理解すること。

ジョブ型研究インターンシップ制度について、事前に
十分理解すること。

教材・参考文献
Textbook etc

受け入れ先機関による配付資料等。
制度については『キャリア支援チーム』のサイトを確認
すること。
https://syushoku.sec.tsukuba.ac.jp/career/?page_id=
11636

受け入れ先機関による配付資料等。
制度については『キャリア支援チーム』のサイトを確
認すること。
https://syushoku.sec.tsukuba.ac.jp/career/?page_id
=11636

オフィスアワーは特に定めないが，メール連絡をして
から訪問すること

オフィスアワーは特に定めないが，メール連絡をして
から訪問すること

大川敬子（k_ookawa@md.tsukuba.ac.jp） OOKAWA Keiko（k_ookawa@md.tsukuba.ac.jp） 大川敬子（k_ookawa@md.tsukuba.ac.jp） OOKAWA Keiko（k_ookawa@md.tsukuba.ac.jp）

その他（受講上の注意点等）
Notes

・本インターンシップはアルバイトとは異なり、教育目
的であることを理解すること。
・本インターンシップは、実践力の育成や企業等受け
入れ先機関に対する理解促進が主目的であり、受け
入れ先機関への就職活動が主目的ではないことを理
解すること。
・受け入れ先機関の新入社員と同様に働くという意識
をもち、責任感を持って、事前学習や本インターンシッ
プの職務に当たること。
・秘密保持、知財・ノウハウの取扱い、安全確保につ
いてリテラシー向上に努めること。
・留学生は、事前に出入国在留管理庁から資格外活
動許可を得る必要がある。審査に時間を要するた
め、概ねインターンシップ開始1ヶ月前には申請するこ
と。資格外活動許可には企業等受け入れ先期間との
マッチングが成立していることと、本科目に履修登録
していることが求められる。

・本インターンシップはアルバイトとは異なり、教育目
的であることを理解すること。
・本インターンシップは、実践力の育成や企業等受
け入れ先機関に対する理解促進が主目的であり、
受け入れ先機関への就職活動が主目的ではないこ
とを理解すること。
・受け入れ先機関の新入社員と同様に働くという意
識をもち、責任感を持って、事前学習や本インターン
シップの職務に当たること。
・秘密保持、知財・ノウハウの取扱い、安全確保につ
いてリテラシー向上に努めること。
・留学生は、事前に出入国在留管理庁から資格外
活動許可を得る必要がある。審査に時間を要するた
め、概ねインターンシップ開始1ヶ月前には申請する
こと。資格外活動許可には企業等受け入れ先期間と
のマッチングが成立していることと、本科目に履修登
録していることが求められる。

他の授業科目との関連
Relation to Other Courses

0BTNA0H キャリアパス・セミナー
0BTNA1B インターンシップI
0BTNA1D  インターンシップII

0BTNA0H Career Path Seminar
0BTNA1B Internship I
0BTNA1D  Internship II

0BTNA0H キャリアパス・セミナー
0BTNA1B インターンシップI
0BTNA1D  インターンシップII

0BTNA0H Career Path Seminar
0BTNA1B Internship I
0BTNA1D  Internship II

TF・TA

授業概要
GIO

指導教員の指導の下、ジョブ型研究インターン
シップ制度にエントリー し、企業等でジョブ型
研究インターンシップを実施する。これにより、
進路の可能性を広げ、自らの専門性を客観的に確
認し、研究力に裏打ちされた実践力を涵養するこ
とを目的とする。

指導教員の指導の下、ジョブ型研究インターン
シップ制度にエントリー し、企業等でジョブ型
研究インターンシップを実施する。これによ
り、進路の可能性を広げ、自らの専門性を客観
的に確認し、研究力に裏打ちされた実践力を涵
養することを目的とする。

学位プログラム・コンピテンス
との関係

Relation to Degree
Program Competences

授業の到達目標（学修成果）
SBO(Specific Behavior Objectives

担当教員名・オフィスアワー等
Faculty Members and E-mail


